６　　．　　一　　酸　　化　　炭　　素　　（　Ｃ　Ｏ　）
６．１　性質

１）無色、無味、無臭である。

２）可燃性で、着火すると青い炎をだして燃えてＣＯ2になる。

３）酸化物から酸素を奪いやすく、いわゆる還元性が強い。酸化鉄のような金属の酸化物に、ＣＯを通して加熱すると還元され、鉄の金属がえられる。

ＦｅＯ＋ＣＯ→Ｆｅ＋ＣＯ2
４）人間が吸入すると、赤血球のヘモグロビンと結びついて、赤血球の機能を破壊して死にいたらしめるという強い毒性がある。

５）ＣＯの許容量は２５ｐｐｍである。

６）鉄と反応して揮発性の鉄カルボニルを生成し、鉄を侵食する。銅等の内張りをする。

７）その他　　　　　比重　　　　　　０．９６６

 沸点　　　　　　　－１９２℃
 臨界温度　　　　　－１４０℃

 爆発範囲　　　　１２．５～７４．２％

６．２　製油所でのＣＯ

１）ＦＣＣ装置で触媒再生時発生する。

ＦＣＣ　Ｆｌｕｅ　Ｇａｓの組成はＣＯ：１０％、ＣＯ２：１０％程で補助燃料を使用し９０Ｔ／ｈ　ＣＯボイラーの熱源となる。

Ｃ　＋1/2Ｏ2　→　ＣＯ　＋　２６．５ｋｃａｌ

ＣＯ＋1/2Ｏ2　→　ＣＯ2 ＋　６７．７ｋｃａｌ

２）２Ｈ装置の水素製造過程で発生する

メタンとスチームによるリホーミング反応で

ＣＨ4　＋２Ｈ2Ｏ　→　ＣＯ2　＋　４Ｈ2－Ｑ
ＣＨ4　＋　ＣＯ2　→　２ＣＯ＋２Ｈ2－Ｑ

シフト反応

ＣＯ　＋Ｈ2Ｏ　→ＣＯ2　＋Ｈ2　＋Ｑ

３）加熱炉で燃料が不完全燃焼した場合ＣＯが発生する。

不完全燃焼を検知するためにＣＯ検知器を設けている職場もある。

６．３　製油所での取り扱い

取扱いに際しては、防毒マスク、エアーラインマスク、強制通風、換気等の対策を要す。

１）応急処置

・中毒症状の場合は、直ちに新鮮な空気のところに移し、安静にして酸素吸入を行う。

・呼吸が停止していれば人工呼吸を行い、直ちに医師の診断を受ける。
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